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現
在
、
が
ん
の
標
準
的
治
療
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
は
外
科
手

術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
の

三
つ
で
す
。
こ
れ
ら
は
単
独
で
も

効
果
を
発
揮
し
ま
す
が
、
組
み
合

わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か

す
集
学
的
治
療
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
効
果
を
高
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
が
ん
治
療
は
単
一
の
診
療
科
で

診
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
診
療

科
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
知
恵
と
技

術
を
結
集
し
て
あ
た
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
放
射
線
治
療
で
は
、
エ
ッ
ク
ス

線
や
電
子
線
、
ガ
ン
マ
線
な
ど
の

放
射
線
を
用
い
て
、
が
ん
の
治
療

に
必
要
な
線
量
を
周
囲
の
正
常
組

織
も
含
め
て
照
射
し
ま
す
。
放
射

線
が
、
が
ん
細
胞
内
の
遺
伝
子
を

攻
撃
す
る
こ
と
で
、
無
限
に
増
殖

す
る
が
ん
細
胞
の
働
き
を
抑
制
し

た
り
消
滅
さ
せ
た
り
し
て
治
療
し

ま
す
。
根
治
治
療
（
が
ん
を
完
治

さ
せ
る
）
か
ら
緩
和
治
療
（
が
ん

に
よ
る
苦
痛
を
抑
え
る
）
ま
で
幅

広
く
使
わ
れ
、
近
年
の
照
射
技
術

の
向
上
や
手
術
・
化
学
療
法
と
の

併
用
に
よ
り
治
療
成
績
は
飛
躍
的

に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
放
射
線
治
療
の
特
徴
は
、
外
科

手
術
に
よ
っ
て
患
部
を
切
除
せ
ず

に
治
療
が
行
え
る
点
で
す
。
患
者

さ
ん
の
負
担
が
軽
く
、
臓
器
の
形

態
や
機
能
も
温
存
で
き
ま
す
。
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放射線治療
正 し く 知 ろ う！

特集
治療の流れを知ろう！

治
療
の
仕
組
み
を
知
ろ
う
！

が
ん
の
集
学
的
治
療

評価・経過観察
放射線治療中だけでなく、終了後も放射
線治療担当医による診察が必要です。治
療の効果はどうか、副作用や新たな転移
は現れていないかなどをチェックします。

治療・照射
「印」を基準にして照射します。初回は位
置の確認などに 15 分程かかります。2
回目以降は 5 分程で終わります。特に痛
みなどはありません。照射は原則週 5 回
（月～金）です。治療期間中は、体につけ
た「印」を消さないよう注意してください。

治療計画
治療計画用 CT で撮影し、患者さんの状
態、腫瘍や周辺の正常組織などを考慮し、
放射線の量や方向、範囲、回数などを決
めます。その際、基準線を「印」として
つけます。また、必要に応じて体が動か
ないようにする固定具を作成します。

臨床評価・説明と同意
患者さんの病状を評価し、放射線治療が
治療方法のひとつとして考えられる場合、
放射線治療担当医より説明があります。
放射線治療のメリット、デメリットや治
療方法、スケジュールなどについて詳し
く説明します。

放射線や抗がん剤を用い
て腫瘍を小さくしてから
手術を行う

・

手術で取りきれなかった
ものを放射線や抗がん剤
で取り除く

・

・抗がん剤の補助効果で放
射線を効きやすくする

集学的治療の例
体を透過する（切除不要）

がん細胞の遺伝子を攻撃

放射線治療の特徴

外部照射内部照射

　
放
射
線
治
療
の
方
法
に
は
、
大

き
く
分
け
て
「
外
部
照
射
」
と
「
内

部
照
射
」
の
ふ
た
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
外
部
照
射
と
は
、
体
の
外
側
か

ら
放
射
線
を
照
射
す
る
方
法
で
、

当
院
で
は
放
射
線
治
療
の
9
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
骨

髄
移
植
の
た
め
の
全
身
照
射
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
内
部
照
射
と
は
、
専
用
の
機
器

を
使
用
し
て
、
体
の
内
部
（
子
宮

な
ど
）
に
放
射
線
源
を
一
時
的
に

入
れ
て
照
射
す
る
方
法
で
す
。
内

服
や
注
射
で
放
射
性
物
質
を
全
身

に
投
与
す
る
内
用
療
法
も
内
部
照

射
に
含
ま
れ
ま
す
。

外
部
照
射
と
内
部
照
射

治
療
の
仕
組
み

2016 年度実績
390 例

2016 年度実績
17例

2016 年度実績：3例

治療部位を固定し、精密
に照射を行う

ラルスという専用の機
器を用いて、主に子宮
頸がんに対して行う

1～ 4方向から照射

当院では主に、注射に
よる治療を行う

当院で行っている放射線治療

従来の放射線治療

がんに線量を集中
させる照射法

照射範囲をコンピュータ
制御し、がん病巣のみに
放射線をあてる

三次元原体照射

照射する放射線の強さや
形を変えて、がん病巣に
線量を集中させる

強度変調放射線治療

定位放射線治療

密封小線源治療

内用療法

腔内照射

医師
看護師

医師
医学物理士

診療放射線技師
医師

医学物理士

医師
看護師
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照
射
す
る
放
射
線
に
強
弱
を
つ

け
る
こ
と
で
、
腫
瘍
の
形
状
に
合

わ
せ
た
照
射
を
可
能
に
す
る
技
術

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
周
囲
の
正

常
組
織
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
な
が
ら
、
腫
瘍
部
分
に
高
い
線

量
を
照
射
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

複
雑
か
つ
高
精
度
な
治
療
と
な

る
た
め
、
従
来
法
に
比
べ
治
療
開

始
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

当
院
で
は
主
に
、
前
立
腺
が
ん
・

頭
頚
部
が
ん
・
脳
腫
瘍
・
転
移
性

骨
腫
瘍
な
ど
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
す
る
場
所
を
し
っ
か
り
と

固
定
し
、
照
射
す
る
位
置
関
係
を

正
確
に
保
ち
な
が
ら
、
外
部
照
射

を
精
密
に
行
う
治
療
法
で
す
。
こ

ち
ら
も
、
周
囲
の
正
常
組
織
の
被

曝
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
、
腫

瘍
部
分
に
高
い
線
量
を
照
射
で
き

ま
す
。
当
院
の
適
応
は
脳
腫
瘍
や

肺
腫
瘍
、
肝
腫
瘍
で
す
。

　

ま
た
、
当
院
は
2
台
の
リ
ニ
ア
ッ

ク
（
放
射
線
治
療
機
器
）
を
保
有

し
て
い
ま
す
。
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
る
治
療
計
画
の
変
更
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

強
度
変
調
放
射
線
治
療

定
位
放
射
線
治
療

適
応
と
副
作
用

効
果
と
副
作
用
を
知
ろ
う
！

当
院
の
特
徴
を
知
ろ
う
！

　

放
射
線
治
療
の
適
応
範
囲
は
広

く
、
現
在
手
術
や
化
学
療
法
で
治

療
さ
れ
て
い
る
悪
性
腫
瘍
も
含
め

た
ほ
と
ん
ど
全
て
の
が
ん
が
治
療

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
リ
ン
パ
節

や
骨
、
脳
な
ど
の
転
移
性
腫
瘍
に

も
適
応
さ
れ
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
に
は
、
副
作
用
も

あ
り
ま
す
。
副
作
用
に
は
治
療
中

や
直
後
に
起
こ
る
も
の
と
、
半
年

か
ら
数
年
た
っ
て
起
こ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
進
歩
し
た
現

在
の
照
射
法
で
は
、
以
前
の
照
射

法
と
比
べ
て
、
副
作
用
は
大
き
く

軽
減
し
て
い
ま
す
。
不
安
な
点
や

疑
問
点
が
あ
れ
ば
、
放
射
線
治
療

担
当
医
も
し
く
は
主
治
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

肺小細胞がんの CT 画像になり
ます。黄色い枠が悪性腫瘍、赤
い枠が無気肺を起こしている箇
所になります。

放射線治療前

腫瘍の影が消え、気管が開通し
て無気肺に改善がみられます。

治療終了直後

さらに無気肺が改善されていま
す。放射線治療は長い期間をか
けて治癒していきます。

治療 3ヵ月後

肺の中の空気が減少したり、全
く入っていない領域ができた状
態。上記例は膨らんだ腫瘍によっ
て気管支が閉塞されることで発
症しています。

無気肺

肺動脈

気管支
がん

無気肺

強度変調放射線治療（IMRT）の仕組み

定位放射線治療（SRT）の仕組み2台のリニアック

腫瘍の形に合わせた照射
従来法 IMRT

従来法では、複雑な形をしている腫
瘍に対しても一定の線量を照射して
いるため、腫瘍近くの正常組織も同
じだけ被曝していました。強度変調
放射線治療では、腫瘍の形に合わせ
て線量を変えることで、正常組織の
被曝を抑えています。

固定した腫瘍を狙い撃ち

腫瘍に対して、様々な方向から放射
線を照射することで線量を腫瘍に集
中させます。ピンポイントに正確な
照射を行う必要があるため、体を固
定して腫瘍の位置が動かないように
します。高い線量を短期間に照射で
きるのが特徴です。治療期間が短い
ほど、体の負担はもちろんですが、
通院の負担も軽減されます。

比較的小さい腫瘍が対象

SRT は数mm～ 3cm 程度の比較的
小さい腫瘍が対象になります。大き
い腫瘍は、転移している可能性が高
くなるため適応外となります。

現行の最上位機種を導入すること
で IMRT や SRT などの高精度照
射に対応しています。

実際の症例

症状
照射範囲の髪が抜ける
経過
2 ～ 3ヶ月で元に戻る

副作用

放射線治療の対象となるがん

症状
口の渇き、声のかすれ等
経過
治療終了後に改善
対策
刺激物を食べない、大声を
ださない、禁煙（喫煙者）症状

から咳、のどの痛み
経過
治療終了後に改善 症状

皮膚の赤み、かさかさ
経過
治療終了後に改善
対策
皮膚の締め付けを緩める、
かゆくてもこすらずに、我
慢できない場合は医師に相
談する

症状
下痢、頻尿
経過
治療終了 1ヶ月程度で改善
対策
こまめに水分補給

副作用には個人差があり必ず起こるとは限りません。下記に述べる急性
期症状は、照射開始から 1～ 3 週間で症状が現れ、終了後に改善する場
合がほとんどです。

晩期の副作用は治療部位の近傍で起こる可能性があります。治療終了後
も放射線治療医の定期的な診察を受けることが重要になります。

放射線治療は全身ほとんど全てのがんに適応されま
す。当院では主に肺がん、前立腺がん、乳がんなど
に施行しています。小児がん、胃がんや膵臓がんな
どは手術・化学療法の割合が多くなっています。
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放
射
線
治
療
の
特
徴
を
患
者
さ

ん
に
説
明
す
る
こ
と
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
説
明
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

不
安
な
こ
と
や
疑
問
点
に
答
え
る

こ
と
で
心
身
両
面
の
ケ
ア
を
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
治

療
は
、
が
ん
を
患
っ
て
い
る
方
が

対
象
な
の
で
、
心
の
ケ
ア
に
は
特

に
注
意
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
と
い
う
と
、
ど
う
し
て

も
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
な
い

方
が
多
い
で
す
が
、
放
射
線
治
療

は
危
険
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
に
行
え
る
治
療
の
ひ
と
つ
で

あ
る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

心
身
両
面
の
ケ
ア
を
大
切
に

治
療
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
知
ろ
う
！

放
射
線
治
療
は
様
々
な
職
種
が
関
わ
る
チ
ー
ム
医
療

の
力
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
放
射
線
治
療

を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

私
た
ち
診
療
放
射
線
技
師
は
、

医
師
と
共
に
患
者
さ
ん
の
治
療
計

画
を
立
て
な
が
ら
、
正
確
な
治
療

を
毎
日
計
画
通
り
に
行
う
の
が
仕

事
で
す
。
実
際
に
照
射
を
行
う
際

に
、
機
器
を
操
作
す
る
の
も
技
師

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
に
お
い
て
、
患
者

さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
最
も
多
い

の
が
私
た
ち
技
師
に
な
り
ま
す
。

基
本
的
に
患
者
さ
ん
は
受
け
持
ち

制
で
、
同
じ
技
師
が
治
療
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
様
子

を
よ
く
観
察
し
て
、
病
状
や
心
理

的
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。
気
づ
い
た
こ

と
が
あ
れ
ば
医
師
や
看
護
師
と
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん

の
不
安
を
取
り
除
け
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。

　
「
放
射
線
」
と
い
う
特
性
上
、様
々

な
不
安
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

何
か
聞
き
た
い
こ
と
や
不
安
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
も
身
近
な
存
在
と
し
て

診療放射線技師
大山 勝彦

看護師
池澤 一代

　

普
段
診
察
を
担
当
し
て
い
る
主

治
医
か
ら
放
射
線
治
療
を
依
頼
・

相
談
さ
れ
、
適
応
が
あ
る
か
な
い

か
を
判
断
し
ま
す
。
治
療
計
画
は

医
学
物
理
士
や
診
療
放
射
線
技
師

と
協
力
し
な
が
ら
作
り
、
私
は
主

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
照
射
す
る
部
位
）

を
決
め
る
の
が
担
当
で
す
。
今
は

役
割
の
細
分
化
も
進
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
チ
ー

ム
で
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
適
応
は
広
く
、

依
頼
や
相
談
が
な
か
っ
た
患
者
さ

ん
で
も
治
療
を
行
え
る
ケ
ー
ス
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
欧
米

に
比
べ
放
射
線
治
療
の
割
合
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
負

担
も
少
な
く
、「
や
っ
て
み
る
と
意

外
と
楽
だ
っ
た
」
と
い
う
声
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
機
器
の
進
歩

で
、
正
確
な
照
射
や
治
療
期
間
の

短
縮
も
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
が
ん
治
療
の
選
択
肢
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
患
者

さ
ん
に
治
療
の
機
会
を
提
供
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

確
か
な
選
択
肢
の
ひ
と
つ

放射線治療科顧問
大原 潔

　

医
学
物
理
士
は
、
医
師
が
行
う

診
察
と
、
技
師
が
行
う
治
療
の
間

を
取
り
持
つ
役
割
を
担
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
医
師
が
考
え
る
理
想

の
治
療
と
技
師
が
行
え
る
治
療
を

考
慮
し
て
、
治
療
計
画
を
仕
上
げ

る
こ
と
が
私
た
ち
医
学
物
理
士
の

仕
事
で
す
。

　

当
院
で
は
平
成
28
年
10
月
よ
り

強
度
変
調
放
射
線
治
療
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
治
療
法
は
病
巣
へ

の
放
射
線
を
よ
り
集
中
さ
せ
、
副

作
用
の
低
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
ス
タ
ー
ト
ま
で
の
立
ち

上
げ
に
は
、
メ
ー
カ
ー
や
他
病
院

技
術
者
の
力
を
借
り
な
が
ら
大
変

苦
労
し
ま
し
た
。
治
療
計
画
を
立

て
る
に
あ
た
っ
て
は
、
患
者
さ
ん

や
そ
の
ご
家
族
が
納
得
で
き
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
点

に
い
つ
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
よ
り
高
精
度
な
治
療
法

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
納
得
で

き
る
質
の
高
い
放
射
線
治
療
の
提

供
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

納
得
で
き
る
治
療
の
提
供
を

医学物理士
鈴木 昭義
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水
郷
桜
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
つ
く
る
「
Ａ
ｒ
ｔ
」
水
郷

桜
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、

霞
ヶ
浦
総
合
公
園
の
オ
ラ
ン
ダ
型

風
車
前
広
場
に
て
行
わ
れ
て
い
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
第
6
回
と
な
る
今
年
は
、
平

成
29
年
11
月
18
日
（
土
）
か
ら
平

成
30
年
2
月
18
日
（
日
）
の
期
間

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
時
間
は
17
時

か
ら
21
時
で
、
期
間
中
は
22
万
5

千
球
に
も
及
ぶ
電
飾
が
、
幻
想
的

な
世
界
を
作
り
出
し
ま
す
。

　

高
さ
25
ｍ
、
羽
根
直
径
20
ｍ
の

風
車
の
羽
根
が
回
転
し
な
が
ら
光

り
輝
く
様
子
は
圧
巻
で
、
一
見
の

価
値
が
あ
り
ま
す
。
モ
チ
ー
フ
に

は
霞
ヶ
浦
の
帆
引
き
船
や
花
火
、

蓮
の
花
な
ど
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
も
の
も
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
園
内
で
は
同
時
期
に
、
冬
咲

き
の
ア
イ
ス
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
展

示
や
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
冬

の
特
別
展
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
多
数
出
店

し
、
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
や
ク
レ
ー

プ
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
気
温
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
寒
さ
対
策
を
万
全
に
し

て
観
賞
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

04

光

地域とふれあい、地域を知ろう

ふ れ あ い

霞ヶ浦総合公園
茨城県土浦市大岩田 1051

看護部
アドバンス助産師　羽迫かおり

no.07

薬剤部　救急認定薬剤師
周術期管理チーム認定薬剤師　遠藤幸司

no.08

勤続年数：13年　趣味：テニス

　
病
棟
薬
剤
業
務
の
な
か
で
も
、

集
中
治
療
室
を
メ
イ
ン
に
担
当
し

て
い
ま
す
。
入
院
さ
れ
て
い
る
患

者
さ
ん
に
対
し
、
お
薬
が
正
し
く

使
わ
れ
て
い
る
か
、
十
分
な
薬
効

を
発
揮
で
き
て
い
る
か
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
、
医
師
・
看
護
師
と
共

に
、
適
正
な
薬
物
療
法
を
行
え
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
救
急
外
来

か
ら
の
入
院
が
多
い
た
め
、
患
者

さ
ん
の
内
服
歴
が
不
明
な
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

調
査
し
、
治
療
計
画
に
役
立
て
る

の
も
薬
剤
師
の
役
目
で
す
。

　
集
中
治
療
室
で
行
わ
れ
て
い
る

の
は
ま
さ
に
急
性
期
医
療
で
あ

り
、
患
者
さ
ん
の
入
退
院
も
早
く
、

そ
の
場
で
の
判
断
を
求
め
ら
れ
る

場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。
や
は
り

「
最
初
の
治
療
」
と
い
う
の
は
と

て
も
重
要
だ
と
思
う
の
で
、
大
変

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
今
年
、
周
術
期
管
理
チ
ー
ム
と

救
急
の
認
定
薬
剤
師
資
格
を
取
得

し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
知
識
も
業

務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

お
薬
の
適
正
な
使
用
を

手
助
け
し
ま
す

勤続年数：15年　趣味：ショッピング

　

助
産
師
の
業
務
は
分
娩
の
介
助

だ
け
で
は
な
く
、
管
理
妊
婦
さ
ん

の
看
護
や
産
後
の
育
児
指
導
、
母

乳
外
来
や
1
ヶ
月
健
診
の
介
助
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
当
院
は

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
正
常
分
娩
か
ら
ハ
イ
リ
ス

ク
分
娩
ま
で
様
々
な
妊
婦
さ
ん
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
出
産
に
は

全
例
医
師
が
立
ち
会
い
ま
す
が
、

経
過
観
察
は
助
産
師
が
メ
イ
ン
で

行
い
、
医
療
の
介
入
が
必
要
な
場

合
に
は
医
師
と
連
携
を
と
っ
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
命
が
生
ま
れ
る
瞬
間

は
、
何
度
経
験
し
て
も
感
動
し
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
経
験
を
積

む
ほ
ど
に
お
産
の
難
し
さ
も
実
感

し
ま
す
。
こ
の
地
域
で
、
少
し
で

も
安
心
し
て
妊
婦
さ
ん
が
出
産
で

き
る
よ
う
、
去
年
、
ア
ド
バ
ン
ス

助
産
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。
専
門
化
・
細
分
化
が
進
む
助

産
師
の
な
か
で
、
自
分
の
強
み
を

高
め
る
こ
と
で
妊
婦
さ
ん
の
安

全
・
安
心
に
繋
げ
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

お
産
の
喜
び
と
難
し
さ
を

忘
れ
ず
に



宮﨑クリニック
茨城県土浦市藤沢 964-2
029-830-6800
内科、腎臓内科、小児科
午前／ 08：30～ 12：00　
午後／ 15：00～ 18：00
木曜午後、土曜午後、日曜、祝日
http://www.myclinic.ne.jp/miyazaki/

住 所
電 話
診 療 科
診療時間

休 診 日
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　アクセスマップ
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当
院
は
、
平
成
14
年
11
月
に

旧
新
治
村
役
場
の
脇
で
、
内
科

系
診
療
所
と
し
て
開
院
し
ま
し

た
。
専
門
は
腎
臓
内
科
で
す
が
、

生
活
習
慣
病
の
管
理
が
中
心
に

な
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
支
援
診

療
所
と
し
て
寝
た
き
り
高
齢
者

約
10
名
の
在
宅
管
理
が
あ
り
、

年
間
3
〜
5
人
の
高
齢
者
の
看

取
り
が
あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
し
て
の
役
割
も
多
く
、

土
浦
協
同
病
院
の
先
生
方
に
は

救
急
や
専
門
的
医
療
な
ど
で
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
連
携
室
の
皆
様
に

も
外
来
受
診
の
調
整
な
ど
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

地
域
住
民
の
貴
院
へ
の
信
頼
や

期
待
は
大
き
く
、
高
度
医
療
を

担
う
貴
院
に
適
応
し
な
い
と
考

え
ら
れ
る
場
合
で
も
な
か
な
か

理
解
し
て
い
た
だ
け
な
い
実
情

が
あ
り
、
特
に
高
齢
者
の
入
院

に
つ
い
て
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
診
療
所

と
し
て
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の

実
践
と
在
宅
療
養
の
支
援
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
・

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
挨
拶

　宮﨑 三弘 院長

土浦市役所 新治庁舎

新治ショッピングセンター
さん・あぴお

125

199
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正
面
玄
関
を
入
っ
て
目
の
前
に
あ
る

の
が
総
合
案
内
で
す
。
土
浦
協
同
病

院
に
は
様
々
な
診
療
科
や
窓
口
が
あ

り
ま
す
。
来
院
さ
れ
た
方
が
迷
わ
な

い
よ
う
に
ご
案
内
す
る
の
が
、
総
合

案
内
の
主
な
役
割
で
す
。

総
合
受
付
前
で
は
、
経
験
豊
富
な
看

護
師
長
が
、
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方

や
、
ど
の
診
療
科
を
受
診
す
れ
ば
い

い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
の
お

話
や
症
状
を
聞
い
て
、
適
切
な
診
療

科
へ
の
ご
案
内
も
し
て
い
ま
す
。
当

院
を
利
用
さ
れ
る
際
に
、
な
に
か
お

困
り
の
こ
と
が
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
気

軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

総
合
案
内

04

土
浦
協
同
病
院
に
は
様
々
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。
快
適
に
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
施
設
か
ら
、見
つ
け
た
ら
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
「
な

に
か
」
ま
で
、
院
内
の
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
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基本情報

場 所

対 応 時 間
ス タ ッ フ

1階正面玄関前
患者交流広場
8:00 ～ 17:00
コンシェルジュ
看護師長
看護師
看護助手
ボランティア

2名
2名
1名
1名
1名

：

：
：

アクセス

眼科
リンパ
浮腫
外来

正面玄関

総合受付

コンビニ

公
園
口

総合案内

information



総合病院 土浦協同病院　〒300-0028　茨城県土浦市おおつ野四丁目 1番 1号　TEL：029-830-3711　http://www.tkgh.jp

表紙の写真は外部照射を行っている場面に
なります。放射線を過度に恐れず、正しく
知って適切に利用することが大切である、
と学びました。

編 集 後 記

発行所／総合病院 土浦協同病院
編　集／病院機関誌委員会　地域医療連携室
発行人／家坂義人
MAIL ／ general@tkgh.jp

touch（タッチ）は土浦協同病院の広報誌です。タイト
ルには、地域とふれあい、私たちの理念を地域の皆様に
届けたい、という願いを込めました。

水郷桜イルミネーション

No.04
平成 29 年 12 月 31 日発行

voice

answer

患者さまの声

Ｗi-Ｆi に制限があるのは仕方あり
ませんが、インターネットを使用
できるようにしてほしいです。

当院では、スタッフの業務用携帯
電話の通信に Wi-Fi を使用してお
り、アクセスポイントに接続でき
る機器の台数に制限がございま
す。そのため、大変申し訳ござい
ませんが患者様に開放できるアク
セスポイントがご用意できない状
況です。1 階にございますセブン
イレブンイートインスペース及び
タリーズにてご用意しております
FREE Wi-Fi をご利用下さい。ご
協力をお願いいたします。

土浦協同病院附属
真鍋診療所

土浦協同病院の附属医療機関として平成 29 年 3 月より真鍋診療所を
開業しています。診療所は旧病院の健康管理センター1階にあります。
診療科は内科で各種ワクチン接種や健康診査、ボトックス治療なども
行っています。どなた様もお気軽にご利用ください。

アクセス
診療日
月・火・木・金

受付時間
午前 08:30 ～ 11:30
午後 13:30 ～ 16:30

住所・電話番号
土浦市真鍋新町 9-35
029-826-3221

休診日
水・土・日・祝日
年末年始
（12月 29日～ 1月 3日）
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